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1 ．日本人のハワイ移民
　ハワイは日系人が多いことで知られるが、そのルーツは遠く明治元年にまで遡る。最初に日
本からハワイへ渡った日本人の数は150名ほどであり、その渡航の年をもって「元年者」と呼
ばれているが、江戸から明治への激動の時期に突入した日本からの移民はしばらく途絶えるこ
ととなった。1885年（明治18）にようやく再開した移民は、その後ハワイと日本の両政府が後
押ししたこともあって、1924年（大正13）の「排日移民法」成立によって日本からの移住が事
実上禁止されるまでの40年の間に、実に20万人を超える日本人がハワイへ移住した1）。その多
くは出稼ぎが目的であったため、渡航者の過半数はその後帰国しているが、それでも8万人以
上の日本人が、自発的にあるいは仕方なくハワイに残ったのであり、こんにちハワイに住むお
よそ30万人の日系人は、その大部分がこれら戦前の移民の末裔である。
　なぜそれほど多くの日本人がわざわざ海を渡って移住したのだろうか。それには、経済的な
理由が大きくかかわっている。渡航した者の多くは貧しい小作農の次男以下の男子であり、生
活の糧を得るすべが限られていた。また、移民を多く輩出したのは、広島県、山口県、熊本
県、沖縄県、福岡県などであり、これら 5県だけで全体の 7割を超えるが、これらはもともと
新しいことに対して進取の気象に富む地域である。生まれた村を離れた機会さえめったになか
った彼らは、故郷に錦を飾るべく、ほとんど裸一貫で見知らぬ異国へと旅立ったのである。
2．多民族社会ハワイの成立
　またハワイ自体も、経済的な理由で多くの移民を必要としていた。もっとも、実際に労働力
を必要としていたのは、もともとハワイに住む人々ではなく、もっぱらアメリカから渡ってき
てさとうきびプランテーションで一儲けすることを画策する白人たちであった。彼らは当初、
労働力としてハワイ先住民を考えていたが、欧米人が持ち込んだ病原菌に対して抵抗力を持た
＊　関西大学文学部教授
 1） ハワイ日本人移民史刊行委員会編（1964）参照。
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なかった先住民たちが病に倒れ、その人口が激減したことで、新たに安価な労働力を確保しな
ければならなかった2）。そこで彼らがその供給源として目をつけたのが、中国であり、日本で
あった。
　白人経営者たちは、単に中国や日本から労働者を受け入れるだけでなく、ポルトガル、朝鮮
半島、フィリピン、ドイツ、ノルウェー、スコットランド、プエルトリコなど世界各地から多
様な移民を集めたが、そこには彼らの経営戦略が反映されていた。すなわち、農場内に複数の
民族を働かせ、それらの間に労働内容や賃金の点で格差を設けることで競争させた。そのよう
にして労働者たちの民族意識を煽ることで互いに対立心を抱くように仕向け、労働者が団結す
ることを巧みに阻害したのである3）。
　その結果、こんにちのハワイの民族構成は、白人の血を引くものが39％、日系が25％、フィ
リピン系が23％、ハワイ先住民系が20％、中国系が14％などとなっており、マジョリティの民
族が存在しない4）。閉ざされた空間に多様な民族が混住するという特殊な環境は、いやでも「民
族意識」を高めずにはおかなかった。しかも民族間の対立は、白人純血主義や男性支配原理、
そして先住民への偏見などと絡んで、排他的かつ差別的な民族感情を醸成したといえる。1893
年に白人によるクーデターが成功したことで、白人を頂点とし、アジア系移民がその下に、さ
らに最下層にハワイ先住民が位置する民族的階層構造が成立した。この構造は基本的に現代ま
で受け継がれている。
3．日系人の宗教
　このような状況の中で宗教は、民族意識を支えるものとしてその統合力をいかんなく発揮し
た。日本からの移民の場合、その役割を担ったのは、まずは浄土宗（1896年にハワイで開教）、
浄土真宗（同1897年、写真 1参照）、日蓮宗（同1901年）、曹洞宗（同1904年、写真 2参照）な
どの仏教各宗派であり、神社神道（同1898年、写真 3参照）であった5）。中でも、移民を多く
輩出した県の宗教事情を反映して、浄土真宗本願寺派が主流を占めていた。これら日本の伝統
宗教ともいえる諸宗教は、「日本人」としてのアイデンティティを保持する上で、欠くべから
ざるものであった。
　やがて日系人が耕地から都市へと展開し始めると、個別の宗教欲求に応えるかたちで、日本
においてすでに広く布教していた天理教（1927年に開教、写真 4参照）や金光教（同1936年）
 2） 「キャプテン・クック」の名で知られるジェームズ・クックがハワイに来島した1778年当時の人口は約
30万人と見積もられているが、それが1872年には 5万 7千人にまで激減していた（山中1993：51）。
 3） 矢口（2002：28-29）を参照。
 4） 2000年に実施された国勢調査より。ただし「民族」は自己申告で複数回答。
 5） 井上（1985）、中牧（1986）および前田（1999）を参照。
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写真 1　本派本願寺（浄土真宗本願寺派）ハワイ別院
写真 2　曹洞宗別院正法寺
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写真 3　ハワイ出雲大社
写真 4　天理教ホノルル教会
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が進出し、信仰共同体のアイデンティティと「日本人」としてのそれとをうまく融合させなが
ら日系人社会に展開していった。
　そのような状況を決定的に覆したのが日米開戦であった。もともと祖先の出自の民族にひと
きわ強いこだわりを持ってきた日系人だが、太平洋戦争は、それまで精神的な絆を帰属させて
きた日本と、市民として忠誠を誓うべきアメリカとが戦火を交えるという事態をもたらし、そ
のアイデンティティは二つの「祖国」の間で引き裂かれることとなった6）。したがって、日本
によるハワイ奇襲攻撃とアメリカ人（とくに白人）から受けた戦中戦後のバッシングという忌
まわしい記憶を抱えた戦後の日系人は、そのアイデンティティの基盤をめぐって模索せざるを
得なかったのである。そのような事情に、戦前の日本語世代と戦後の英語世代との断絶、生活
スタイルや価値観のアメリカ化などが絡んで、日系人の仏教離れとキリスト教化が確実に進ん
でいる。
4．今日のハワイと日系宗教―多民族社会から複合民族社会へ
　今日の世界は、グローバル化の急激な進行につれて多民族化が急速に進んでいる。とりわ
け、ニューヨークやロンドンなどの大都会では多くの民族が混住し、いわゆる「人種のサラダ
ボウル」と呼ばれる現象が常態化していることはよく知られている。
　複数の民族が混在するということは、同時に多様な文化が存在している状況を指し示すが、
このような状態において社会はいくつかの方向を指向する。そのひとつは「（文化的）同化主義」
（cultural assimilation）である。すなわち、当該社会の支配的な文化が、異なる文化を吸収統
合していこうとする方向性である。しかし、現代社会においては、このようなあり方には批判
が多く、代わって登場してきたのが「文化多元主義」（cultural pluralism）や「多文化主義」
（multiculturalism）といわれる立場である。この両者の違いは、前者では当該社会が法制度や
政策上、多様な文化の存在を許容するのに対し、後者は、複数の文化を対等の存在と認めた上
でそれら複数の文化を積極的に認めるような法制度や政策を整備していこうとする。いいかえ
れば、文化多元主義の社会においては文化的な違いを背景にした複数の社会が、合法的な枠組
みの中で、それぞれ独自のあり方を追求する、いわば分離主義的な様相を見せるのに対し、多
文化主義の社会では、個々の文化的独自性を認めつつもひとつの社会を構成することを目指
す。そこには、マイノリティのエスニック・グループも社会の一要素として積極的に取り込ん
でいこうとする意図が働いている。このようにみてくると、多民族社会（国家）が単に複数の
民族によって構成されている社会（国家）であるのに対し、複合民族社会（国家）の方は、異
民族・異文化が単に共存しているだけでなく、相互に浸透し合うことで新しいタイプの「民
 6） 開戦と同時に日系社会の指導者達が拘束されたが、それらには宗教指導者も当然含まれていた。また、
とりわけ反米的とみなされた神道は決定的なダメージを被った。
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族」「文化」を生みだしていく社会を指向しているといえよう。異なる文化が混合することに
積極的な意味を見出そうとする点ではクレオール主義と相通じるものがある。世界の他地域に
先駆けて多民族化が進行したハワイでは、近年、多民族社会から複合民族社会への転換をうか
がわせる契機がいくつか見られる。最後にその契機をいくつか紹介して小論を終りたい。
　そのひとつとして注目されるのが、ハワイ先住民の間の「ネイティヴ・ハワイアン」として
のアイデンティティの自覚である。1970年代のアメリカを席巻したベトナム反戦運動や少数民
族の権利要求運動は、ネイティヴ・アメリカンの先住民運動に大きな影響を与え、その波はさ
らに太平洋を越えてハワイの先住民にも及んだ。その結果、ハワイでは「ハワイアン・ルネッ
サンス」とも呼べるような運動が生じた。伝統音楽や古典的なフラ、さらにハワイ語などの見
直しが盛んになり、またポリネシア系民族に共通する文化的なアイデンティティの自覚も進ん
だ。
　ハワイ先住民の間でのアイデンティティ意識の向上およびハワイ「文化」の積極的な見直し
は、ハワイに住む他の民族集団にも影響した。先述したように、資本家の戦略によって民族間
の対立が操作・増幅された時代もあったが、一方で、移民の子孫にハワイ生まれのハワイ育ち
が増えるに従って、自分のアイデンティティを祖先の出自の民族よりもハワイにより緊密に結
びつける人々が増えてきた。そのような人々にとっては「民族」と一体化したエスニック・ア
イデンティティと並んで、あるいはそれ以上に、「ローカル」ないし「カマアイナ」が強く意
識されることになる。「カマ」はハワイ語で子どもを、「アイナ」は大地を、それぞれ意味する
ところから、「カマアイナ」とは「土地っ子」を意味する7）。重要なのは、この言葉をハワイ先
住民に限定せず、ハワイ「ローカル」に生まれ育った人々すべてに適用し、多様な文化を存続
させつつハワイをひとつの社会としてまとめていこうとする意識である。
　日米の間でアイデンティティが揺らいできた戦後の日系人の間でも、それゆえにこのような
アイデンティティは比較的受け入れやすいものだったといえる。この変化は宗教にも影響し
た。たとえば、こんにちのハワイでは、日本と同じように盆踊りを見ることができるが、それ
らは日本からハワイに渡ってきた先祖伝来の文化的伝統の保持というよりも、日系人に限定さ
れないローカルなコミュニティを結びつけるイベントとしての機能がより重視されているよう
に思われる。
　日系人たちの間に見られるこのような意識の変化は、日本各地から集団で渡ってきた移民た
ちの「地縁」や「血縁」を基盤としてきた仏教や神道、さらに戦前からハワイで活動している
天理教や金光教などの新宗教にとって、「日系」の宗教に安住することを許さない状況をもた
らしつつある。事実、ハワイにおいては、創価学会や世界救世教、生長の家などのように、む
しろ他民族への布教を視野に入れた戦後の新宗教の方が広く展開しつつある。
 7）  矢口（2002：59-60）および山中（1993：14-16）を参照。
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　日系人に限らず、ハワイでは異なる民族同士の結婚が当たり前になりつつあり、混血の割合
も増加の一途をたどっている。なかには二つだけではなく、四つも五つも民族の血を引く人も
誕生している状況である。そのような変化は、新しい「ハイブリッド文化」ないし「クレオー
ル文化」の興隆を促す。この流れの中では、「日系」宗教はもはや「日本の」宗教と同じでは
ありえない。むしろ新しい文化のブリコラージュの一要素として創造的に受容されるべく、そ
のあり方の変容を迫られているといえよう。今後の流れを注目していきたい。
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